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[  2024年度　課題項目 ]
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2024年10月開催の岐阜県デジタルインボイス活用促進協議会資料より
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2024年度の
取り組み
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導入のハードル
→実務を動かしながらの導入

アプリとしてのPeppoLinkの
機能不足

利用者が「問題なく使える」と
実感しやすい機能を追加する

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

サービスリリース後の
活動

[  ＊連携基盤としての役割充実 ]
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2024/11/5
オンライン説明会実施

その後、お問合せいただいた方へ
個別説明を4件実施

＊2025年4月末時点での加入者数は13件



業務フロー上必要なファイル添付・出力

ユーザの操作履歴の確認・検索

履行IDごとのデジタルインボイス発行

PeppoLink未登録企業との
取引データ登録機能

[  リリース後の機能追加 ]

「業務で必要な機能がなりから導入できない」
→業界によっては受発注時に添付ファイルが必要
　社内稟議ではPDFで申請する
　、、、といったパターンに対応

「受発注登録できるのは便利だけど
　相手も申し込みしてないと使えないのは不便」
→仮取引先設定機能を追加し、
　受発注の送受信はできないが管理可能とした

主な追加機能
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peppolの作成のために
データ加工が必要な事例
→作業過程が増える

　
結
　
　
果

PeppoLink利活用の
実証実験

[  ＊利活用事例の創出 ]
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ふるさと納税業務において
Peppol・DI-ZEDIを利用する
実証実験を行った
　＊幹事企業：
　グレートインフォメーションネットワーク株式会社様

DI-ZEDIを使うことで支払時
の手入力ミスを減らせそう

DI-ZEDIファイル作成時に
振込日一括設定機能追加の
リクエストをいただいたため
追加しました
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2025年度の取り組み
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Peppolでの請求書送付
を依頼する

活
動
内
容

グループ会社間での
PeppoLinkの利用

[  利活用の推進 ]
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自社・グループ会社２者との
取引において業務活用を行う

DI-ZEDIを使うことで支払時
の手作業を減らす

自社の取引先から広げていきたい



[  PeppoL ink利用促進について ]

01 利用の事例 関連会社・自社内といった忌憚ない意見を出せる場で、
実務に役立つ利用事例を作る

02 利用の促進 自社・関連会社の取引先から、相手先を広げていく。
目標値は20企業程度。

03 説明会等の開催 岐阜県内企業様へ向けた説明会を開催。
都度、導入に向けた個別の説明・フォローを行なっていく。
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ご清聴ありがとうございました

[  THANK  YOU!  ]
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